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　 号のおもな内容
学び合い育ち合う子どもたち
「学校教育改革推進プログラム
（案）を作成」
国民文化祭コーナー
ふくちねっと・みどりのなかま
コーナー　ほか

2
1

ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

　１月２１日（金）、上豊富小学校（辻）で、全
校児童がバレエを体験しました。
　京都バレエ専門学校・ 有  馬  龍  子 バレエ

あり ま りゅう こ

団の皆さんが講師となり、代表的な踊りの
「くるみ割り人形」などを鑑賞したほか、子
どもたちも一緒に踊り、バレエの形や動き

などを教わりました。「バレエは姿勢を良くすることが大事で、 跳 ぶよ
と

りも回転するほうがむずかしく、練習が必要」などアドバイスを受け、
言葉を使わずに手話のように手や体の動きだけで表現するバレエの
世界に、子どもたちは興味関心を広げていました。
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全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
本
市
に

お
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
増
加
す
る
学
校

と
著
し
く
減
少
す
る
学
校
の
２
極
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
こ
の

傾
向
は
続
き
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
す
る

上
で
の
教
育
効
果
や
学
校
の
活
力
に
格
差

が
生
じ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
す
べ
き

課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
は
、
平
成　
２０

年
２
月
５
日
に
、
福
知
山
市
学
校
教
育
審

議
会
を
設
置
し
、「
今
後
の
学
校
教
育
の
あ

り
方
」
と
「
市
立
学
校
の
適
正
規
模
及
び

適
正
配
置
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
し
、

平
成　

年
３
月　

日
に
最
終
答
申
を
受
け

２１

２７

ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
、
こ
の
答
申
の
地
元
説

２１

明
を
行
い
、
こ
の
度
、
福
知
山
市
立
学
校

教
育
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）（
以
下

「
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）」）を
作
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
「
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）」
は
、

「
学
校
統
合
は
保
護
者
と
地
域
住
民
の
方

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
住
民

意
向
を
尊
重
す
る
。」
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
状
況
や
課
題
を
発
信
し
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
を
ど
う
す
る
こ
と
が
良
い

の
か
地
域
ぐ
る
み
で
考
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
最
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）」

　

複
式
学
級
を
解
消
し
、
一
定
の
集
団
の

も
と
で
、
自
ら
学
ぶ
力
と
学
び
合
う
力
を

は
ぐ
く
み
、
自
分
や
友
だ
ち
、
家
族
を
大

切
に
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も
の

育
成
を
目
的
と
し
て
、
教
育
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
教
育
内
容
を
充
実
す
る
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

―
教
育
環
境
の
整
備
―

【
小
規
模
校
の
一
般
的
な
課
題
】

　

小
規
模
校
に
は
、
一
人
ひ
と
り
に
目
が

届
き
や
す
く
、
き
め
細
か
な
指
導
が
し
や

す
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
一
般
的
に

次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

・
多
様
な
意
見
や
考
え
に
ふ
れ
る
こ
と
が

少
な
い

・
学
び
合
い
深
め
合
う
機
会
が
少
な
い

・
人
間
関
係
が
固
定
し
や
す
い

・
教
育
活
動
が
制
限
さ
れ
る

・
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
多
様
な
学
習
・
指

導
形
態
を
取
り
に
く
い

　

さ
ら
に
、
複
式
学
級（
※
を
参
照
）の
あ

る
学
校
で
は
、
学
級
が
複
式
学
級
に
な
っ

た
り
単
式
学
級
に
な
っ
た
り
変
動
が
毎
年

あ
る
こ
と
に
な
り
、「
学
校
体
制
が
安
定
し

に
く
い
状
況
」
を
生
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
は
、「
授
業
で
自
学
自
習
の
時
間

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
学
級
編
制
と
複
式
学
級

　

複
式
学
級
は
、
児
童
生
徒
が
著
し
く
少
な
い

た
め
２
学
年
を
ひ
と
つ
に
し
た
学
級
。「
公
立
義

務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数

の
標
準
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
２
学
年
あ
わ

せ
て　

人
以
下（
小
学
１
年
生
を
含
む
場
合
や

１６

中
学
校
の
場
合
は
８
人
）に
な
っ
た
場
合
は
、
複

式
学
級
と
な
る
標
準
的
な
基
準（
国
基
準
）を
定

め
て
い
ま
す
。
京
都
府
教
育
委
員
会
は
、
こ
の

人
数
を　

人
以
下（
小
学
１
年
生
を
含
む
場
合

１２

は
４
人
）と
す
る
緩
和
措
置（
府
基
準
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
考
え
方
】

　

学
校
現
場
で
は
、
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ

ト
を
い
か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
う
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
限
り
が
あ
り

ま
す
。

　

小
規
模
校
の
良
さ
を
継
承
し
な
が
ら
、

学
校
を
一
定
の
大
き
さ
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
根
本
的
な
原
因
を
解
消
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
取
組
を
進
め
ま

す
。

学校教育改革推進プログラム（案）を作成

学び合い育ち合う学び合い育ち合う
子どもたち子どもたち

　教育委員会は、福知山市学校教育審議会の答申を
踏まえ、子どもたちのよりよい教育環境と教育条件
を整えるため、「福知山市立学校教育改革推進プログ
ラム」の（案）を作成しました。その概要をお知らせ
します。　　　■教育総務課（℡２４‐７０６１：ＦＡＸ２４‐４８８０）

よりよい教育環境を よりよい教育環境を よりよい教育環境を 

・
複
式
学
級
の
あ
る
学
校
を
対
象
に
適
正

規
模
・
適
正
配
置
を
進
め
ま
す
。

・
各
学
年
に
単
式
学
級
を
設
置
で
き
る
小

学
校
６
学
級
、
中
学
校
３
学
級
以
上
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

・
国
の
学
級
編
制
の
標
準
や
府
の
少
人
数

学
級
と
は
別
に
、
教
育
効
果
か
ら　

人
２０

程
度
の
学
級
集
団
を
弾
力
的
な
目
安
と

し
ま
す
。

・
適
正
規
模
を
確
保
す
る
具
体
的
な
方
法

は
、
学
校
の
統
廃
合
を
基
本
に
し
ま
す
。

・
学
校
の
統
廃
合
は
、
保
護
者
や
地
域
住

民
の
協
力
と
理
解
を
得
て
進
め
ま
す
。
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【
実
施
計
画
】
平
成　

年
度
〜　

年
度

２３

３２

　

適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
基
本
に
基
づ

き
、
前
期
と
後
期
に
分
け
取
り
組
み
ま
す
。

《
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、

理
解
と
協
力
を
得
て
進
め
ま
す
。》

○
前
期
計
画（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）

２３

２７

【
統
合
の
要
望
の
あ
る
地
域
の
学
校
を

早
期
に
進
め
る
こ
と
を
基
本
に
し
ま
す
。】

☆
小
学
校

・
小
学
校
は
現
在
の　

校
か
ら　

校
を
目

２６

２１

途
に
再
編
を
進
め
ま
す
。

・
複
式
学
級
が
２
学
級
設
置
さ
れ
る
学
校

を
対
象
に
進
め
ま
す
。

☆
中
学
校

・
後
期
計
画
ま
で
推
移
を
見
守
り
ま
す
。

○
後
期
計
画（
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度
）

２８

３２

　

前
期
計
画
に
お
け
る
保
護
者
や
地
域
住

民
と
の
話
し
合
い
と
国
や
府
の
制
度
改
正
の

動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、
平
成　

年
度
か

２６

ら
見
直
し
作
業
を
行
い
、後
期
計
画
を
決
定

し
て
平
成　

年
度
を
目
標
に
進
め
ま
す
。

３２

―
教
育
内
容
の
充
実
―

☆
学
力
の
充
実
・
向
上

【
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
授
業
】、

【
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
取
組
】、

【
新
し
い
教
育
制
度
の
導
入（
保
幼
小
中

一
貫
連
携
教
育
）】、【
家
庭
学
習
の
習
慣
化

の
支
援
】

☆
心
身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も
の
育
成

【
好
ま
し
い
人
間
関
係
、
豊
か
な
感
性
・

社
会
性
を
は
ぐ
く
み
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
態
度
の
育
成
】、【
親
子
関
係
づ
く
り
と

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
人
権
教
育
の

推
進
】、【
い
じ
め
の
根
絶
や
不
登
校
の
解

消
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
】、【
た
く
ま

し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
】、

【
競
技
力
の
向
上
を
め
ざ
す
シ
ス
テ
ム
の

構
築
】

☆
特
別
支
援
教
育
の
推
進

【
生
涯
に
わ
た
る
一
貫
し
た
支
援
シ
ス
テ

ム
の
構
築
】、【
通
級
指
導
教
室
の
機
能
の
充

実
】、【
特
別
支
援
連
携
チ
ー
ム
に
よ
る
学

校（
園
）・
保
護
者
へ
の
巡
回
指
導
の
充
実
】、

【
特
別
支
援
教
育
推
進
体
制
の
更
な
る
整

備
と
専
門
性
の
高
い
指
導
者
の
育
成
】

☆
幼
稚
園
教
育
の
充
実　

【
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培

う
幼
稚
園
教
育
の
充
実
】、【
発
達
障
害
の

あ
る
幼
児
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
園
内
体
制
の
充

実
】、【
幼
稚
園
を
地
域
の
乳
幼
児

支
援
セ
ン
タ
ー
と
す
る
子
育
て
支

援
機
能
の
強
化
】

☆
学
校
教
育
環
境
の
整
備　

【
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
め
ざ

し
た
情
報
機
器
の
充
実
や
読
書
活

動
を
促
す
環
境
整
備
】、【
安
心
・
安

全
な
学
校
づ
く
り
】

☆
教
育
の
ま
ち　

福
知
山
の
推
進

【
市
民
総
が
か
り
の
教
育
の
推

進
】、【
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
の

推
進
】、【（
仮
称
）教
育
振
興
セ
ン

タ
ー
の
設
立
】、【
開
か
れ
た
学
校
】

H２８H２７H２６H２５H２４H２３H２２学校名
５６３５４９５４３５３９５２９５３７５３１惇 明 小
７２３６９９６９４６６３６５１６５９６５０昭 和 小
４２９４１６４０４３９６３８６３８１３７６大 正 小
５８５５６１５４７５５３５４３５５６５３６雀 部 小
１０７１０５１１１１１４１０９１０９１０６庵 我 小
４１３４２０４１４４３６４３９４４０４５４修 斉 小
３０４３００３０４２８４２８８２８５２８７遷 喬 小
３９３９４３４４３９４２４４天 津 小
８４９７１０５１１１１２８１３０１４２上豊富小
３４４０４３５３５６５３５０上六人部小
２６３１３１３２２９３０３３中六人部小
３６８３７３３７１３８１３７２４０２４０７下六人部小
８４８０７７８８７７７８７２上川口小
１９２０２６２６２９３２２９三 岳 小
２５２５３０３２４０４０３７金 谷 小
２７２６３１２９３１３５３７佐 賀 小
３４６３５４３６９３８２３７４３７２３３１成 仁 小
３６３７３６３３３８３６４０菟 原 小
５１５２５３５４６１６３７４細 見 小
１５１５１９１８２０１６１９川 合 小
３５４１４７５９６３６４６７精 華 小
２３２３２２２５２７２７３４育 英 小
４４４０４６４４５４５７５４明 正 小
１１０１０５１０９１１３１０５１０６１２１美 河 小
４６４４４７４８５１４６４３美 鈴 小
４１４４３７４４４８５１５３有 仁 小

４,５７７４,５３６４,５５９４,６０１４,５８７４,６４７４,６２７計
２９０２８０２７６２６４２７７２８３２７３桃 映 中
５２８５４３５３６５４８５２８５１０４８７南 陵 中
３０４３０６３２０３２２３４６３４８３３７成 和 中
２４１２２７２５３２３７２５２２２９２３５六人部中
７９７８７３５９７３８９１０１川 口 中
５７７５８８６０６５８４５６７５３０５２０日 新 中
５６６６７１７７７４８９９２三 和 中
７４８０８０８１８８８８９８夜久野中
１０３１０９１０９１１４１１８１２７１２９大 江 中
２,２５２２,２７７２,３２４２,２８６２,３２３２,２９３２,２７２計

別　表

　　　  は府基準で複式学級を設置、または将来設置となる学校

１
月
下
旬
か
ら
２
月
末
に
か
け
て
、
中
学
校
区
を
単
位
と
し
て
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
公
民
館
の
代
表
者
を
対
象
と
し
た
地
元
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

児童生徒数の推移予測
（平成２２年５月１日現在の住民基本台帳より推計）

■提出・お問い合わせ先／
　教育総務課
　〒６２０‐８５０１
　福知山市字内記１３番地の１
　福知山市教育委員会
　℡２４‐７０６１　ＦＡＸ２４‐４８８０
　Ｅメール
　ｋｙｏｕｉｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ
※題名を「福知山市立学校教育改革推
進プログラム（案）」としてください。
※「福知山市立学校教育改革推進プロ
グラム（案）」は、教育総務課・情報
公開コーナーで閲覧でき、教育委員
会ホームページにも掲載していま
す。

　
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る

人
ま
た
は
事
務
所
や
事
業
所
を
持
つ
個

人
・
法
人
・
そ
の
他
の
団
体

提
出
方
法
／
２
月　

日（
月
）ま
で
に
、
住

２８

所
・
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
し
、
電
子

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
ま
た
は
直

接
教
育
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
書
式
は
、
自
由
で
す
が
、
参
考
の

書
式
を
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

教
育
総
務
課
・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

※
口
頭
や
電
話
に
よ
る
意
見
の
受
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

※
意
見
に
対
す
る
考
え
方
は
、
集
約
の
後

公
表
し
、
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

めざす子ども像

ふ　るさとを愛する子

く　ふうする子

ち　えをみがく子

や　さしさと思いやり
のある子

ま　じめにがんばる子



　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

年
金
か
ら
お
支
払
い
（
特
別
徴

収
）
の
人
で
、
年
金
か
ら
の
支

払
い
で
は
な
く
、
口
座
振
替
で

の
支
払
い
を
希
望
さ
れ
る
人
は

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続

き
を
さ
れ
た
後
、
高
齢
者
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
で
保
険
料
の

納
付
方
法
選
択
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
口
座
振
替
納
入
届
出
書
の

　

本
人
様
控
え

②
認
印

③
被
保
険
者
証

※
平
成　

年
３
月　

日（
木
）ま

２３

３１

で
の
手
続
き
分
は
、
６
月
分

の
年
金
か
ら
の
支
払
い
を
中

止
し
、
７
月
か
ら
口
座
振
替

と
な
り
ま
す
。（
支
払
総
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。）

※
平
成　

年
４
月
以
降
の
手
続

２３

き
分
は
、
８
月
分
以
降
の
年

金
か
ら
の
支
払
い
が
中
止
と

な
り
ま
す
。

※
以
前
に
こ
の
手
続
き
を
さ
れ

た
人
は
、
再
度
手
続
き
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
医
療

係
（
℡　

‐
７
０
１
８
・　
　

２４

ＦＡＸ
２３

‐
６
５
３
７
）

ごご
存存
じじ
でで
すす
かか
？？

国
民
年
金
の

国
民
年
金
の

前
納
割
引
制
度

　
　
　

前
納
割
引
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
は
一
定
期

間
分
を
前
払
い
さ
れ
ま
す
と
、

保
険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
４
月
分
〜
翌
３
月
分
ま

で
の
１
年
分
を
ま
と
め
て
前
払

い
さ
れ
ま
す
と
、
約
３
２
０
０

円
の
割
引
（
平
成　

年
度
の
場

22

合
）
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
お
得

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
年
度
途
中

で
加
入
す
る
年
金
が
変
わ
っ
た

場
合
は
、
そ
の
月
以
降
の
分
が

還
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
納
付
に
は
口
座
振
替

が
便
利
で
安
心
で
す
。
口
座
振

替
で
の
前
納
は
さ
ら
に
割
引
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
市
民
課
国
民
年
金
係（
℡　

‐
２４

７
０
５
７
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３
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国保ひと口メモ
���

�

●確定申告と国民健康保険料
　確定申告で社会保険料控除として申告される国民健康保険料は、領収書、
通帳や公的年金などの源泉徴収票で確認できます。また、保険課から１月下
旬に発送しました「納付額のお知らせ｣での確認も可能です。（公的年金から
の引去りのみの人には送付しておりません。）これらの書類がお手元にない
場合は、運転免許証や保険証など本人確認ができるものを持って、保険課
窓口または各支所窓口相談係までお越しください。「納付額のお知らせ｣を
発行します。電話でご連絡いただければ住所地へ郵送することもできます。
●医療機関などの領収書は大切に
　高額療養費や療養費の申請、医療費控除の確定申告などに必要となりま
すので、医療機関や薬局などの領収書は大切に保管してください。確定申告
に領収書（原本）を提出される場合は、必ず領収書の写しを保存して、高額
療養費や療養費の請求時に使用してください。
●窓口一部負担金の減免申請を一部改正しました
　一時的な収入の減少に係る窓口一部負担金の減免については、平成２３
年２月１日より次の両方に該当する世帯も対象に含みます。
（１）入院療養を受ける被保険者の属する世帯
（２）世帯主および当該世帯に属する被保険者の収入が生活保護基準以下

であり、かつ、預貯金が生活保護基準の３カ月以下である世帯
　この基準に該当する世帯は保険料の滞納があっても申請が可能となりま
した。
　窓口一部負担金減免申請に関する詳しいことは、保険課国保給付係にお
問い合わせください。
■保険課国保給付係（℡２４-７０１５・FAX２３-６５３７）
　　　　同国保料係（℡２４-７０１９・FAX２３-６５３７）
■三和支所窓口相談係（℡５８-３００２・FAX５８-３０１３）
■夜久野支所窓口相談係（℡３７-１１０６・FAX３７-５００２）
■大江支所窓口相談係（℡５６-１１０３・FAX５６-２０１８）

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
支
払
い
方
法

に
つ
い
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
期
間

３
月　

日
ま
で
延
長

３１

　

昨
年
度
に
大
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
従
来
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
、全
国
的
に
感
染
拡
大
し
て

お
り
、本
市
に
お
い
て
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
に
も
っ
と
も
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
接
種
期
間
を
３
月　

日（
木
）ま
で
延

３１

長
し
ま
し
た
。

※
今
年
度
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
に
は
、昨
年
度
流
行
し
た

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

も
混
合
さ
れ
て
い
ま
す
。別
々
に
接

種
す
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
希
望
者
は
事
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、患
者
が
急
激
に
増
え
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

感
染
の
広
が
り
を
防
ぐ
最
も
効
果
的

な
方
法
は
、皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
感

染
予
防
対
策
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
す
。

　

さ
ら
な
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に

つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口
】

■
京
都
府
中
丹
西
保
健
所（
℡　

‐
６

22

３
８
１
・　
　

‐
０
４
２
９
）

FAX
22

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
健
康
推

進
室
内
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５

23

FAX
23

９
９
８
）

インフルエンザ注意報　発令中！
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認
知
症
の
人
の
家
族
は
、
毎
日

の
生
活
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
対

応
し
た
ら
い
い
の
か
悩
み
、
介
護

疲
れ
が
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。
今

回
、
今
年
度
３
回
目
と
な
る
同
じ

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
が
集
ま
る
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。
対
応
で
困
る
こ
と
や
心
配
な

こ
と
を
語
り
合
う
こ
と
で
励
ま
さ

れ
た
り
、
ほ
か
の
家
族
の
対
応
か 

 

ら
介
護
の
ヒ
ン
ト
が
み
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ぜ
ひ
交
流
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
３
月
４
日（
金
）

　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

31
（
内
記
三
丁
目
）

対
象
／
認
知
症
の
人
の
家
族

内
容
／
介
護
家
族
の
交
流
会

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
高
齢
者
福
祉
課
高
齢

福
祉
係（
℡　

‐
７
０
７
３
・
�　

24

23

‐
６
５
３
７
）ま
で 

地
域
や
職
場
で
役
に
立
つ
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
よ
う
！

　

身
近
な
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
参
加
型
学
習
）

の
進
行
役
（
人
権
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
）
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
地
域
や
職
場
で
の
学
習

で
役
に
立
つ
知
識
・
技
能
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座

で
す
。

と
き
／
２
月　

日（
金
）

２５

　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

２４
（
内
記
三
丁
目
）

講
師
／ 
金 　
 
香  
百  
合 
さ
ん
（
ホ
リ

き
む 

か 

ゆ 

り

ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
実
践
研
究
所　

所
長
）

内
容
／
人
権
学
習
や
参
加
型
学
習

の
進
行
役
と
し
て
実
践
で
き
る
知

識
や
技
能
を
学
び
ま
す
。

申
込
締
切
／
２
月　

日（
水
）

２３

申
込
方
法
／
名
前
、
住
所
、
電
話

番
号
を
申
込
先
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
人
権

推
進
室
人
権
推
進
係
（
℡　

‐
７

24

０
２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）

FAX
23

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
が
増
え
て
い
ま
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て
感
染
し
、お
う
吐
、下
痢
、腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。外
出
後
、ト
イ
レ
の
後
、

調
理
や
食
事
の
前
に
は
十
分
な
手
洗
い
を
し
、ま
た
食
品
は
十
分
な
加
熱
を
し
て
食
中
毒
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。　　

■
健
康
推
進
室（
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

２３

FAX
２３

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
ご
注
意
を
！

感
染
予
防
対
策
の
7
つ
の
お
願
い

★
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
時
は
手
洗
い
・
う
が
い
を
す
る
。

★
人
ご
み
の
中
や
、症
状（
熱
・
せ
き
・
く
し
ゃ
み
）が
出
た
ら
、マ
ス
ク
を
す
る
。

★
家
族
の
健
康
管
理（
体
温
測
定
や
せ
き
・
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク
）を
す
る
。

　

う
つ
さ
な
い
よ
う「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」に
努
め
る
。

★
日
頃
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
情
報
を
入
手
し
、冷
静
な
対
応
に
心
が
け
る
。

　

■
健
康
危
機
管
理
対
策
本
部

（
健
康
推
進
室
内
℡　

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

２３

ＦＡＸ
２３

★
部
屋
の
湿
度（　

〜　

㌫
）を
保
ち
、十
分
な
睡
眠
と
栄
養
を

６０

７０

　

と
る
。

★
人
ご
み
へ
の
外
出
は
、で
き
る
だ
け
避
け
る
。

★
か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、早
め
に
受
診
し
、他
の
人
に 

　厚生会館での式典や、御霊公園での消防車・救急車
の展示、消防車と園児の綱引き大会などを行いまし
た。また、広小路通りでは、幼年消防クラブや消防団
員などによるパレードを実施したほか、フィナーレ
には由良川堤防沿いに並んだ消防車４６台による一斉
放水があり、５色の水が放たれると、訪れた人たちか
ら大きな歓声があがっていました。

平成２３年平成２３年
消防出初式消防出初式

まちかど 
ウオッチング 

認
知
症
の
人
の
家
族

交
流
会
を
開
催　
　

　ナイスミディ（３０歳～４０歳代の女性）に贈る、知って得する
健康講座を開催します。（全２回講座）
　１回目「覚えておきたい健康術」バランスボールを使って体
を動かします。
　２回目「女性のための健康づくり」栄養士の講話と調理実習
を行います。
日時・内容・持ち物／

ところ／北部保健福祉センター（大江町中央）　
　　　　※会場はＫＴＲ大江駅から徒歩約３分です。
対象者／市内の３０歳～４０歳代の女性
参加費／無料
募集人数／２０人（先着順）
申込期限／各講座開催日のそれぞれ１週間前まで
申込方法／窓口または電話にて
■申込・問い合わせ先／北部保健福祉センター

（℡５６-２６２０・ＦＡＸ５６-２０１８）

参加者
募集！ ナナナナナナナナナナナナナナナイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススミミミミミミミミミミミミミミミデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィ★★★★★★★★★★★★★★★知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっ得得得得得得得得得得得得得得得講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座

し っ とく

持ち物内　容日　時
運動しやすい服装
上履き・お茶
エプロン・三角巾
筆記用具

テーマ「覚えておきたい健康術」
実技「バランスボールで遊ぼう」
講師：健康運動指導士　 道  端  明  子 

みち はた めい こ

調理実習（簡単♪中華料理）・試食

３月３日（木）
午前９時３０分
～午後２時

エプロン・三角巾
筆記用具

テーマ「女性のための健康づくり」
講話「知って得する食事のコツ」
調理実習（おうちでイタリアン♪）・試食

３月１７日（木）
午前９時３０分
～午後１時

　男女共同参画社会の実現を目指して、
福知山市とはばたきフェスティバル実行
委員会では、「第１３回はばたきフェスティ
バル」を開催します。
とき／２月２６日（土）
ところ／市民会館（内記三丁目）
テーマ／毎日を楽しく生きるために
　　　　　～ 男  女 に気づき・考え・行動しよう～

と も

内容／①講演会／講師　 笑  福  亭  松  枝 さん（落語家）
しょう ふく てい しょう し

　　　　　演題　「男女共同で △ じゃない ○ い世の中」
さんかく まる

　　　　　市民会館４階ホール（内記三丁目）
　　　　　午後０時４５分～午後２時３０分
　　　　　※要約筆記・手話通訳・赤外線ループ・保育ルーム有
　　　②分科会　午後２時４０分～午後４時

　参加者同志で話をしたり体験をしたりしな
がら学習します。

　　　③展示（参加団体活動紹介、手作り作品展示ほか）
　　　　午前１１時３０分～午後４時
　　　　市民会館３１号室・４階ホールロビー
■人権推進室男女共同参画推進係

（℡２４-７０２２・ＦＡＸ２３-６５３７）

場　　所内　　　　容分科会
市民会館２４号室女性の参画について第１
市民会館２５号室性別役割分担について第２
市民会館２２号室男性の男女共同参画について第３

「「「「「「「「「「「「「「「第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回はははははははははははははははばばばばばばばばばばばばばばばたたたたたたたたたたたたたたたきききききききききききききききフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィバババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルルル」」」」」」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催！！！！！！！！！！！！！！！
入場
無料

1 9日（日） 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていた
ら、写真（L判）を１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）
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《屋外広告物を表示または掲出する場合、
許可が必要です》

　許可を受けるときは、必要書類を市に提出してください。
※「屋外広告物」とは・・・常時または一定の期間継続して屋外で
公衆に表示されるものをいい、「看板」「立看板」「はり紙」「はり
札」「広告塔」「広告板」「建物その他の工作物」などに掲出され、
または表示されたものや、これらに類するものをいいます。
※一時的な広告物（幕広告など）も許可が必要です。
（許可を受ける際の提出書類）
①屋外広告物許可申請書（２通）
②添付書類
　（１）許可申請書を補足する図面（位置図、取付図、設計図

（意匠図）など）
　（２）土地、建物などの使用承諾書（他人の所有または管理す

る土地、建物などに掲出する場合）
※このほか、規模・種類などに応じて手数料が必要です。
■問い合わせ先／都市計画課（℡２４-７０５１・ＦＡＸ２３-６５３７）

《屋外広告業を営もうとする
場合は、京都府知事登録が
必要です》 　　　　　　
　平成１８年４月１日から京都府内（京都
市域を除く）で屋外広告業を営もうとす
る場合は、屋外広告業の京都府知事登録
が必要です。
※「屋外広告業」とは広告主から屋外広
告物の表示または広告物を掲出する
物件の設置に関する工事を請け負い、
屋外で公衆に表示することを業とし
て行う営業をいいます。
■問い合わせ先／
　京都府建設交通部都市計画課
（℡０７５-４１４-５３２８・ＦＡＸ０７５-４１４-５３２９）

木木
造造
住住
宅宅
耐耐
震震
改改
修修
補補
助助

申申
込込
受受
付付
中中
！！

　

市
で
は
、地
震
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊

な
ど
の
被
害
か
ら
市
民
の
生
命
や
身
体
・

財
産
を
守
る
た
め
、木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

募
集
戸
数
と
期
間
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

お
早
め
に
助
成
要
件
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
限
度
額
／
最
高　

万
円

９０

対
象
住
宅
／
木
造
住
宅
で
、次
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
も
の

①
住
戸
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
も
の（
２
階
建
以
下
が
対
象
）

②
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

５６

３１

完
成
し
て
い
る
も
の

③ 
在  
来  
軸  
組 
工
法
、 枠  
組  
壁 
工
法
の
住
宅

ざ
い 
ら
い 
じ
く 
ぐ
み 

わ
く 
ぐ
み 
か
べ

（
特
殊
な
工
法
は
除
く
）

④
耐
震
診
断
の
結
果
、評
点
が
１
・
０
未
満

で
改
修
の
結
果
１
・
０
以
上
と
な
る
改
修

を
行
う
も
の

対
象
者
／
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
居
住

者
で
、本
市
に
納
付
す
べ
き
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
人

募
集
戸
数
／
７
戸（
受
付
先
着
順
）

申
込
締
切
／
３
月　

日（
火
）ま
で

１５

※
た
だ
し
、募
集
戸
数
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

そ
の
他
／
必
ず
設
計
事
務
所
や
工
事
施

工
会
社
な
ど
と
の
契
約
前
に
建
築
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
設
計
や
工
事
の
着
手

後
、設
計
事
務
所
や
工
事
施
工
会
社
な
ど

と
の
契
約
後
に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
場
合
、

補
助
金
の
交
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
建
築
課
建

築
第
一
係（
℡　

‐
７
０
５
８
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２３

６
５
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ルk

en
tik
u
@
city
.

fu
k
u
ch
iy
am
a.k
y
oto.jp

）

在在
宅宅
障障
害害
者者
デデ
ィィ
・・
ササ
ーー
ビビ
スス

体体
験験
事事
業業
のの
おお
知知
らら
せせ

　

障
害
の
あ
る
社
会
参
加
の
少
な
い
在
宅

の
人
を
対
象
に
、い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通

じ
て
得
る
交
流
の
楽
し
さ
を
実
感
し
、日

常
生
活
に
潤
い
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

体
験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
／
３
月
９
日（
水
）

　
　
　

午
前
８
時　

分　

市
役
所
出
発

５０

　
　
　

午
前
９
時　

総
合
福
祉
会
館
出
発

行
先
／
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念「
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
」（
兵
庫
県
神
戸
市
）

対
象
者
／
障
害
の
あ
る
社
会
参
加
の
少

な
い
在
宅
の
人　

（
障
害
者
手
帳（
身
体
・
療
育
・
精
神
）を
お

持
ち
の　

歳
以
上
の
人
）

１８

募
集
人
数
／　

人（
介
護
者
も
含
む
）

６０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容
／
館
内
見
学
、地
震
体
験

※
移
動
は
市
の
バ
ス
を
使
用
し
ま
す
。

参
加
料
／
入
館
料
６
０
０
円（
条
件
に
よ

り
団
体
割
引
・
障
害
者
割
引
も
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
昼
食
代（
現
地
に
レ
ス
ト
ラ
ン
街

な
ど
が
あ
り
ま
す
）

申
込
締
切
／
２
月　

日（
月
）

２８

　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
福
祉
課

（
℡　

‐
７
０
１
７
・　
　

‐
９
０
７
３
）

２４

ＦＡＸ
２２

　大規模な地震災害に備え、住宅の耐震化や家具
の固定の必要性についての講演会を開催します。
　平成７年１月１７日に発生した阪神淡路大震災では、
多くの人が転倒した家具の下敷きになり身動きが
取れなくなったり、落下してきた物が当たって大
けがをされました。
　このことを教訓として、自分の身を守るために
自分たちでできる日頃からの対策が重要なテーマ
になりました。
　ぜひご参加いただき、いつ起こるか分からない
地震災害に備えましょう。
主催／京都府、福知山市、
　　　（財）消防科学総合センター
とき／２月２０日（日）
　　　午後１時３０分～３時４５分
ところ／マリアージュ福知山
　　　　（駅南町三丁目）
内容／①講演会「建物の耐震化と家具の固定について」
　　　講師：名古屋大学大学院
　　　　　　環境学研究科教授　 福  和  伸  夫 さん

ふく わ のぶ お

　　　②事例報告「自主防災組織における家具固
　　　　定普及の取り組み」
　　　講師：大山崎町自主防災組織
定員／２００人
※事前申し込み不要。当日、直接会場にお越しくだ
　さい。
■総務課（℡２４-７０３６・ＦＡＸ２３-６５３７）

大規模な地震災害に備えを！
「京都府防災講演会」開催！入場無料

先着順



7 広報ふくちやま　H23（2011）．2．1

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
１
年
間

で
約
１
割
の
急
減　
!!

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て

い
た
住
宅
火
災
の
う
ち
４
割
は
警
報

器
で
火
災
に
気
づ
く　
!!

（
平
成　

年
６
月
時
点
の
全
国
統
計
よ
り
）

22

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
、
消
防
署
に
加
え
、
次
の
日
程
で
開

設
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
２
月
７
日（
月
）

　

三
和
支
所（
千
束
）

▼
２
月　

日（
月
）

１４

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
（
夜
久
野
町
下
町
）

▼
２
月　

日（
月
）

２１

　

大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）　

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

※
高
齢
者
の
一
人
暮
し
な
ど
で
、取
り
付

け
に
お
困
り
の
時
は
、「
取
り
付
け
お
助

け
隊
」が
伺
い
ま
す
。ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、今
年
の
5
月

　

日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り

31ま
せ
ん
。全
国
の
普
及
率
は　
・
４
㌫
、

５８

本
市
は　
・
８
㌫
で
す
。大
切
な
家
族
と

６０

財
産
を
守
る
た
め
、早
期
の
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。市
で
は
、煙
式
の
警
報
器

の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
・
�　

‐
５
４
５
８
）

23

22

募
集
施
設

入
所
条
件

▼
大
江
地
域
へ
の
転
入
希
望
者

▼
お
お
む
ね　

歳
以
下
の
人
で
構

45

成
さ
れ
る
世
帯

▼
秩
序
ま
た
は
風
紀
を
乱
さ
な
い

人入
所
の
決
定
／
運
営
委
員
会
に
よ

る
選
考
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

入
所
日
／
４
月
1
日（
金
）

申
請
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
請
書

②
申
込
理
由
書

※
①
②
の
用
紙
は
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
・
三
和
支
所
・
夜
久
野
支

所
・
大
江
支
所
に
あ
り
ま
す
。

③
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住

民
票
の
写
し（
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
）

④
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
所

得
を
証
明
す
る
書
類

申
請
書
配
布
／
２
月　

日（
木
）〜

10

申
請
受
付
／
２
月　

日（
火
）〜
２

15

月　

日（
金
）の
午
前
８
時　

分
〜

25

30

午
後
５
時　

分
に
大
江
支
所
総
務

15

防
災
係（
℡　

‐
１
１
０
１
・　
　

‐

56

FAX
56

２
０
１
８
）ま
で
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
土
・
日
は
除
き
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器

相
談
窓
口

福福福福福福福福福福
知知知知知知知知知知
山山山山山山山山山山
市市市市市市市市市市
鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼
のののののののののの
里里里里里里里里里里
ＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンン
ププププププププププ
ララララララララララ
ザザザザザザザザザザ
のののののののののの
入入入入入入入入入入
所所所所所所所所所所
募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集

福
知
山
市
鬼
の
里
Ｕ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
の
入
所
募
集　※市のホームページ（市長の部屋） 

　で閲覧できます。 

日（
金
）大
江
山
グ
リ

２１ー
ン
ロ
ッ
ジ

「
大
江
の
ど
ぶ
ろ
く
棚

田
の
里
」
お
披
露
目
会
に

お
招
き
い
た
だ
い
た
。
京

都
府
で
初
の
製
造
免
許

を
受
け
、
手
塩
に
か
け
ら

れ
た
一
品
が
デ
ビ
ュ
ー

の
日
を
迎
え
た
こ
と
を

大
い
に
歓
迎
す
る
と
と

も
に
、関
係
者
の

皆
さ
ん
の
努
力

と
労
苦
に
心
か

ら
敬
意
を
表
し

た
い
。こ
の
快
挙

が
市
内
他
地
域
の
刺
激
と

な
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
連
鎖

反
応
を
喚
起
す
る
こ
と
を

期
待
し

て
い
る
。

Uターンプラザ１（公庄上）

※入所時、別途保証金１００,０００円が必要です。

共益費使用料募集数

１，０００円 /月４０，０００円 /月4室2LDK

Uターンプラザ２（波美）

共益費使用料募集数

１，０００円 /月４２，０００円 /月2室2LDK

１，０００円 /月３５，０００円 /月2室2LDK

■
秘
書
広
報
課（
℡　

‐
７
０
３
２
）

２４

■
教
育
総
務
課（
℡　

‐
７
０
６
１
）

２４

■
ガ
ス
水
道
部
総
務
課（
℡　

‐
６
５
０
３
）

２２

■
議
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０
３
１
）

２４

■
消
防
本
部（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

■
市
民
病
院
総
務
課（
℡　

‐
２
１
０
１
）

２２

　

市
長
、
議
長
、
教
育
長
、
消
防
長
、
ガ
ス
水
道
事
業
管
理
者
、
病

院
事
業
管
理
者
の
交
際
費
を
公
開
し
ま
す
。

　

交
際
費
と
は
、
市
を
代
表
し
て
の
外
部
交
渉
や
行
政
の
執
行
を
よ

り
円
滑
に
す
す
め
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

詳
細
は
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
市
政
情
報
）を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

交
際
費
を
公
開
し
ま
す

計12月11月10月
金額（円）件金額（円）件金額（円）件金額（円）件
234,5002876,500870,7501087,25010弔慰金など

市 長
62,6001114,400333,200515,0003祝金など
20,00025,000115,000100会費 
22,52045,00012,100115,4202その他
339,62045100,90013121,05017117,67015計
23,65025,00010018,6501弔慰金など

議 長
90,000105,000125,000360,0006祝金など
27,00040023,00034,0001会費 

00000000その他
140,6501610,000248,000682,6508計
41,500415,750110,000215,7501弔慰金など

教育長
00000000祝金など

10,00025,0001005,0001会費 
00000000その他

51,500620,750210,000220,7502計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など

消防長
祝金など
会費 
その他

00000000計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金などガス水道
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計

‐‐‐‐‐‐‐‐

弔慰金など病  院
事   業
管理者

祝金など
会費 
その他

00000000計

※
議
長
交
際
費
９
月　

日
支
出
分
の
祝
金
１
０
０
０
０
円
を
、　

月
分
に
合
わ
せ
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

３０

１０

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
一
新
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
枠
を
ご
用
意
し
、
随
時
広
告
主
を
募
集
し
ま
す
。

〈
参
考
〉
ア
ク
セ
ス
数　

２
７
、
７
２
８
件
／
月
（
平
成　

年
度
実
績
）　

■
問
い
合
わ
せ
先
／
秘
書
広
報
課
（
℡　

‐
７
０
０
０
・　
　

‐
７
０
２
３
）

２１

２４

FAX
２４

有
料
広
告
募
集
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と
き
／
２
月　

日（
土
）、　

日（
日
）

１９

２０

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館
・
御
霊
公
園
周
辺

内
容
／
福
知
山
の
土
産
品
、
農
産
物
や
料

理
な
ど
、
市
内
に
店
舗
を
構
え
る
料
理
店

や
土
産
店
な
ど
が
自
慢
の
品
を
展
示
し
、

販
売
し
ま
す
。

■
福
知
山
の
う
ま
い
も
の

展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
℡　

‐
７
０
７
６
・
�　

‐

２４

２４

４
４
４
０
）

福
知
山
の
う
ま
い
も
の
展
２
０
１
１

「
食
」の
魅
力
を
一
堂
に
集
め
る
祭
典
！

　

通
勤
可
能
な
圏
内
に
あ
る
他
県
の
企

業
を
交
え
た
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

①
福
知
山
会
場（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
知
山
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柏
原
管
内
企
業
参
加
）

と
き
／
２
月　

日（
月
）

２１

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
福
知

山（
土
師
新
町
）

②
舞
鶴
会
場（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
舞
鶴
、ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
小
浜
管
内
企
業
参
加
）

と
き
／
３
月
４
日（
金
）

と
こ
ろ
／
舞
鶴
市
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

③
京
丹
後
会
場（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
峰
山
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
管
内
企
業
参
加

と
き
／
３
月　

日（
金
）

１１

と
こ
ろ
／
京
丹
後
市
役
所
久
美
浜
庁
舎

※
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
。

予
約
不
要
。

対
象
／
福
祉
・
介
護
職
を
目
指
す
人
、

も
し
く
は
新
卒
・　

歳
未
満
の
求
職
者

４０

主
催
／
京
都
府
、
京
都
労
働
局
、
兵
庫

労
働
局
、
福
井
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
福
知
山
ほ
か
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
福

知
山
市
ほ
か
各
関
係
市

■
問
い
合
わ
せ
／
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

北
部
サ
テ
ラ
イ
ト（
℡　

‐
３
８
１
５
・

２２

�　

‐
３
８
１
６
）

２２

　

就
職
活
動
や
仕
事
に
欠
か
せ
な
い
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
の
講
師

が
仕
事
に
必
要
な
レ
ベ
ル
の「
ワ
ー
ド
」、

「
エ
ク
セ
ル
」
の
基
本
操
作
を
お
教
え

し
ま
す
。

対
象
／　

歳
以
下
の
未
就
職
者
を
は
じ

３４

め
、
早
期
退
職
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど

と
き
・
と
こ
ろ
／

２
月　

日（
木
）午
後
１
時
〜
午
後
５
時

１７

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
堀
会
館（
堀
口
）

定
員
／
５
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都
ジ
ョ

ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト（
℡　

‐
３

２２

８
１
５
・
�　

‐
３
８
１
６
）ま
た
は
商

２２

工
振
興
課（
℡　

‐
７
０
７
５
・
�　

‐
６

２４

２３

５
３
７
）

　

福
祉
職
場
未
経
験
の
人
、
福
祉
施
設

や
仕
事
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
へ

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

と
き
／
２
月　

日（
水
）

１６

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

と
こ
ろ
／
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ（
篠

尾
新
町
一
丁
目　
　

エ
ー
ス
ビ
ル
３
階

１４

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト

内
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
京
都
ジ
ョ

ブ
パ
ー
ク
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ（
℡

　

‐
３
８
７
８
・
�　

‐
３
８
８
８
）

２２

２２

食
べ
て
み
て
！ 

福
知
山
産 

福
知
山
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会 

ドッコちゃん 

地
産
地
消
推
進
店 

福
知
山
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会 

ドッコちゃん 

福知山市地産地消推進
協議
会

地産
地消推進店

食べてみて！ 
福知山産 

カ
ン
ガ
ル
ー
が
生
ま
れ
ま
し
た
！　

オ
オ
カ
ン
ガ
ル
ー
の
夢
太
郎（
オ
ス
９
歳
）と
タ
カ
ナ（
メ
ス
５
歳
）の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
、
１
月　

日（
日
）に
タ
カ
ナ

１６

の
お
な
か
の
袋
か
ら
顔
を
出
し
ま
し
た
。　

■
動
物
園（
℡　

‐
４
４
９
７
・　
　

‐
４
５
９
８
）

２３

ＦＡＸ
２３

動
物
園
ニ
ュ
ー
ス

とき／２月１９日（土）～３月
６日（日）午前９時～午後５
時（受付は午後４時３０分ま
で）毎週水曜日休園
ところ／都市緑化植物園
（猪崎、三段池公園内）
展示内容／早春の 木  漏 れ日

こ も

の中で愛らしく咲いている
雪割草の数々を展示します。

入園料／おとな３１０円、こども（４歳～中学生）１５０円
■都市緑化植物園（℡２２‐６６１７・ＦＡＸ２２‐６６２９）

とき／２月２５日（金）～２月２７
日（日）午前９時～午後５時
（受付は午後４時３０分まで）
※２７日（日）は午後３時まで
ところ／都市緑化植物園
（猪崎、三段池公園内）
共催／福知山洋ラン愛好会、
都市緑化植物園
展示内容／魅力あふれる多
種多様な洋ランを展示し、育
て方などの相談に応じます。
入場料／無料

花木（落葉・常緑広葉樹）を無料配布します！
配布品種および本数／ブナ（高さ１㍍）１５０本、モミジバ
フウ（高さ１．１㍍）１５０本、コナラ（高さ１．５㍍）１５０本、クロ
ガネモチ（高さ１㍍）１５０本、 酔  芙 蓉   （八重、１０．５ポット）

すい ふ よう

１５０本、オトメツバキ（サツマ白、高さ０．５㍍）１５０本
申込条件／市内在住の個人および市内の自治会・企業

一個人（自治会・企業）につき２本まで
植栽後の写真を提出すること　※申込多数の場合抽選
申込方法／往復はがきに住所、氏名、電話番号、希望本数
（２本まで）、第１希望・第２希望を明記し、（財）福知山市
都市緑化協会（〒６２０‐００１７　福知山市字猪崎３７７‐１）まで
申込締切／２月２５日（金）必着
■都市緑化協会（℡２３‐６３２４　ＦＡＸ２３‐６３１４）

参
加
費
無
料

就
職
に
役
立
つパソ

コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
北
近
畿
・
若
狭
広
域就職

面
接
会
」

参
加
費
無
料

「 雪  割  草 展」
ゆき わり そう

愛らしく咲く 雪  割  草 
ゆき わり そう

「春の洋ラン展」都市緑化植物園  都市緑化植物園  イベント情報！ 

参
加
費
無
料

福
祉
・
介
護
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

入
門
編「
福
祉
・
介
護
の
仕
事
っ
て
？
」

魅力あふれる洋ラン

○募集期間／２月１日（火）～２月２８日（月）
○対象事業者／年間を通じて本市で生産された農
産物を販売、または食材として活用している事業者
○申込方法／所定の申請用紙を、地産地消推進協
議会事務局まで提出してください。
※申請用紙は、市ホームページからダウンロードで
きます。
○推進店の認定／地産地消推進協議会で認定し、
推進店には「のぼり」と「シール」を配布します。
■地産地消推進協議会事務局
　（農業振興課内　℡２４‐７０４４・ＦＡＸ２３‐６５３７）

地産地消推進店を募集します！

昨年の会場のようす
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２
月　

日（
月
）は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第
９
期
分
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
８
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

２８

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）同
高
齢
者
医
療
係（
℡　

‐
７
０
１
８
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

FAX
２３

　

き
こ
え
に
く
さ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
人
、

家
族
の
な
か
に
き
こ
え
に
く
く
て
困
っ
て
い

る
人
が
い
る
な
ど

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
／
２
月　

日（
火
）

２２

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館
３
階（内

記
三
丁
目
）

内
容
／
き
こ
え
の
話
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

聴
覚
測
定
、
き
こ
え
の
相
談

費
用
／
無
料

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、福
知
山
市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
℡

　

‐
４
４
３
９
・
�　

‐
４
４
５
９
）ま
で

２４

２４

と
き
／
２
月　

日（
土
）

２６

　
　
　

３
月
５
日（
土
）

　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ
／
成
美
大
学
４
号
館（
西
小
谷
ケ
丘
）

講
座
名
／ 
竹
内
淳 
の
漢
文
塾

た
け
う
ち
あ
つ
し

　
　
　
　
　

〜 
唐  
詩  
歳  
時  
記 
〜

と
う 

し 

さ
い 

じ 

き

講
師
／
竹
内
淳
さ
ん（
成
美
大
学　

助
教
）

申
込
方
法
／
２
月　

日（
金
）ま
で
に
、
成
美

２５

大
学
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
℡　

‐
７
１
０

２４

０
・
�　

‐
７
１
７
０
）ま
で
。

２４

福知山市納付相談のおしらせ
　京都地方税機構　中丹地方事務所職員
による、市税・国民健康保険料の納期を
過ぎた人の納付相談を行います。
と　き／２月２８日（月）
　　　　午前９時～午後４時
ところ／市役所２階　税務課（内記三丁目）
　詳細については京都地方税機構　中丹
地方事務所（℡５６-０３４０・ＦＡＸ５６-０７４０）にお問
い合わせください。

大
学
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
公
開
講
座

無 料

「
き
こ
え
の
相
談
」の
お
知
ら
せ現

在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、今
年
の
７
月　

日
ま
で
に
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
地
デ
ジ
）に
変
わ
り
ま
す
。地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
問

２４

い
合
わ
せ
は
、総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
１
０
１
）・
デ
ジ
サ
ポ
京
都（
℡
０
７
５
‐
３
３
０
‐
３
０
３
０
）ま
で

地
デ
ジ
相
談
の
ご
案
内

政治家の寄附は禁止 
有権者が求めることも禁止 
政治家の寄附は禁止 

有権者が求めることも禁止 
政治家の寄附は禁止 

有権者が求めることも禁止 

政治
家は有権者に寄附を 有権

者は政治家に寄附を 政治
家から有権者への寄附は

みんなで徹底しよう「三ない運動」 

　政治家が選挙区内の人に、お金や物などをおく
ることは、法律で禁止されています。         
　香典・供花や結婚祝いなどは、本人の親族であ
る場合や本人が出席する場合を除いて禁止されて
います。         
　また、有権者が寄附を求めることも禁止されて
います。 
 今年は、府議会議員および市議会議員の選挙など
が予定されています。 
 寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現し
ましょう。 
■選挙管理委員会（℡２４‐７０３７・FAX２３‐６５３７） 

【
京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

告
示
日
／
４
月
１
日（
金
）

投
票
日
／
４
月　

日（
日
）

１０

【
福
知
山
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
】

　

選
挙
区
は
な
く
な
り
議
員
定
数
は　

人
３２

か
ら　

人
に
な
り
ま
す
。

２６

告
示
日
／
４
月　

日（
日
）

１７

投
票
日
／
４
月　

日（
日
）

２４

と
き
／
２
月　

日（
水
）午
後
１
時　

分
〜

２３

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１

（
内
記
三
丁
目
）

対
象
／
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理

人
あ
わ
せ
て
３
人
以
内

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
℡　

‐
７
０

２４

３
７
・
�　

‐
６
５
３
７
）

２３

福
知
山
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
す

・
京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙

・
福
知
山
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

選 挙

　

国
で
は
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
「
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世

帯
」
に
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）を
無
償

給
付
し
て
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
放

送
受
信
契
約
が
な
い
場
合
は
、
支
援
の
申
込

み
後
、
速
や
か
に
受
信
契
約
が
必
要
で
す
。）

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
セ
ン
タ
ー（
℡
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２

４
）ま
で

※
な
お
、
本
制
度
を
利
用
す
る
際
に
必
要
な

世
帯
全
員
の
非
課
税
証
明
・
住
民
票
の
発

行
は
、
無
料
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
情

報
推
進
課
（
℡
２
４
‐
７
０
６
０
・
�
２

３
‐
６
５
３
７
）
ま
で

市
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

無
償
給
付
の
ご
案
内
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【
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

と
き
／　

月
６
日（
日
）

１１

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時（
予
定
）

３０

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館（
猪
崎
）

内
容
／
全
国
の
約　

の
踊
り
団
体
に
よ
る
共

２０

演【盆
踊
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

と
き
／　

月
５
日（
土
）

１１

　
　
　

午
後
６
時
〜
午
後
７
時（
予
定
）

と
こ
ろ
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助
（
篠
尾
新
町
）

内
容
／
盆
踊
り
を
次
代
に
つ
な
ぐ
た
め
の
意

見
交
換

【
日
本
「
鬼
文
化
」
交
流
祭
典
】

①
鬼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
き
／　

月　

日（
土
）

１０

２９

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館（
西
中
ノ
町
）

内
容
／
講
演
、
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
、
金
剛
流
に

よ
る
能
「
大
江
山
」
上
演　

②
大
江
山
酒
呑
童
子
祭
り

と
き
／　

月　

日（
日
）

１０

３０

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ
／
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
前
・
酒
呑
童
子
の

里内
容
／
鬼
芸
能
、
武
者
行
列
ほ
か

③
全
国
鬼
サ
ミ
ッ
ト

と
き
／　

月　

日（
日
）

１０

３０

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前　

時（
予
定
）

１１

と
こ
ろ
／
大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）

内
容
／
鬼
に
か
か
わ
る
ま
ち
づ
く
り
自
治
体

に
よ
る
意
見
交
換
、
鬼
サ
ミ
ッ
ト
宣
言

国
民
文
化
祭
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

本
番
に
向
け
て
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、

「
第　

回
国
民
文
化
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」
の

２６

名
称
を
つ
け
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
国
民
文
化

祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
配
布

用
の
関
連
グ
ッ
ズ
を
お
渡
し
し
ま
す
。（
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
）

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
く
だ
さ
い

　

ご
自
宅
や
店
舗
・
事
業
所
な
ど
に
国
民
文

化
祭
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
お
渡
し
し
ま
す
。（
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
）

　

く
わ
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
第　

回
国
民
文
化
祭
福
知
山
市
実
行
委
員

２６

会
事
務
局（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
℡　

‐
７

２４

０
３
３
・
�　

‐
６
５
３
７
）

２３

と
き
／
２
月　

日（
土
）

１２

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室（
内
記
三
丁
目
）

３１

内
容
／

第
１
部
「
基
調
講
演
」

　

テ
ー
マ
「
ド
ッ
コ
イ
セ
問
わ
ず
語
り
」

　

講　

師　
 
田  
村  
卓  
巳 
さ
ん（
福
知
山
踊
振

た 

む
ら 
た
く 

み

興
会
会
長
）

第
２
部
「
歌
詞
と
踊
り
の
移
り
変
わ
り
」

第
３
部
「
福
知
山
踊
り
を
１
０
０
倍
楽
し
む

Ｑ
＆
Ａ
」

参
加
料
／
無
料

定
員
／
１
０
０
人（
先
着
順
）

※
事
前
申
込
み
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
福
知
山
観
光
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局（
観
光

振
興
課
・
福
知
山
観
光
協
会
内
℡　

‐
７
０

２４

７
６
・
�　

‐
４
４
４
０
）

２４

第　

回
国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

２６
〜
知
っ
て
い
ま
す
か
？
本
物
の
福
知
山
踊
り
〜

福
知
山
音
頭
と
踊
り
を
楽
し
む
集
い

国民文化祭福知山実行委員会
ホームページを開設しました

国民文化祭に関する
福知山の取組状況や、
市内の文化イベント、
福知山踊り・大江山
の鬼などについて紹
介しています。ぜひ、
ご覧ください。

http://www.fukuchiyama-
kokubunsai.jp

　

国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
「
第　

回
国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１
」
が
い
よ
い
よ
今
秋
、

２６

京
都
府
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

福
知
山
で
は
『
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
と
『
日
本
「
鬼
文
化
」
交
流
祭
典
』
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
本
番
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

お
よ
そ
半
世
紀
に
一
度
、
京
都
府
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
踊
り
手
、
観
客
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
参
加
し
、
国
民
文
化
祭
を
満
喫
し

て
く
だ
さ
い
。

　

あ
わ
せ
て
日
頃
の
文
化
活
動
を
見
直
す
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第第第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回回回
国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民
文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
・・・・・・・・・・・・
京京京京京京京京京京京京
都都都都都都都都都都都都
２２２２２２２２２２２２
００００００００００００
１１１１１１１１１１１１
１１１１１１１１１１１１
にににににににににににに
ごごごごごごごごごごごご
参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加
くくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささ
いいいいいいいいいいいい
！！！！！！！！！！！！

第　

回
国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６２６

福知山駅南口沿道のPRフラッグ。
国民文化祭本番まで掲示し、
機運を盛り上げます！
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　1 月合併号に引き続き、ドッコイセ検定の問題に挑戦してください。

３１　福知山音頭の演奏で使用されている 三  味  線 に
しゃ み せん

は何本の糸が張ってあるでしょう。
　①３本　　②４本　　③５本

３２　同じく使用される 尺  八 は「 孔 」と呼ばれる穴が
しゃく はち こう

開いていますが、いくつ開いているでしょう。
　①５孔　　　②６孔　　 ③８孔

３３　円になって一定の場所を踊りまわる踊り方を
 輪  踊 りといいますが、それに対して、踊りながら
わ おど

 練 り歩く踊り方を何というでしょう。
ね

　① 行  進  踊 り  　② 風 流
こう しん おど ふう りゅう

    踊 
おど

り  　③ 流 し
なが

 踊 り
おど

３４　毎年、８月にドッコイセまつりが盛大に行われ
る通りはどこでしょう。

　①駅前通り　　②アオイ通り　　③広小路通り

３５　この通りが江戸時代に 拡  幅 された（広げられ
かく ふく

た）理由は何でしょう。
　①火事が広がらないようにするため。
　②多くのお店ができてにぎわうようになるため。
　③水害の広がりをおさえるため。

３６　現在のドッコイセまつりの開催日はいつでしょ
う。

　①８月１４・１５・１６・２４・２５日の５日間
　②８月１３・１４・１５・２４・２５日の５日間
　③８月１４・１５・２３・２４・２５日の 5日間

３７　ドッコイセまつりの期間中に実際にあるコンテス
トは何でしょう。
　① 浴衣 コンテスト

ゆかた

　②プラカードコンテスト
　③ 仮  装 コンテスト

か そう

３８　福知山市で開催される花火大会はたいへん長い
歴史をもっていますが、今年で通算何回目になるで
しょう。
　①第４９回　　②第６９回　　③第８１回

３９　福知山踊りの時に頭にかぶる 編 み 笠 のデザイ
あ がさ

ンを使っている福知山市内の 建  築  物 は何でしょ
けん ちく ぶつ

う。
　① 福  知  山  城 

ふく ち やま じょう

　② Ｊ  Ｒ ・ Ｋ  Ｔ  Ｒ 
じぇい あーる けー てぃー あーる

 福  知  山 
ふく ち やま

 駅 
えき

　③ 福  知  山 
ふく ち やま

 市  役  所 
し やく しょ

４０　現在、福知山踊りの踊り像は、 福  知  山  商  工  会 
ふく ち やま しょう こう かい

 館  前 に３体、 広  小  路  交 番
かん まえ ひろ こう じ こう ばん

    前 に２体ありますが、こ
まえ

のほかに広小路通りにある福知山踊りの踊り像
は何体あるでしょう。

　①１６体　　②２２体　　③３６体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【回答】
３１①、３２①、３３③、３４③、３５①、３６①、３７②、３８②、３９②、４０①
【一口メモ】
　毎夏「ドッコイセおどり」が繰り広げられる広小路通り。
その歴史は古く、江戸時代に福知山で大火事が相次いだ
時、延焼を防ぐために作られました。
　その後、明治時代には福知山踊り
が踊り始められ、現在に至っていま
す。

■第２６回国民文化祭福知山市実行委員会事務局
（まちづくり推進課国民文化祭係内℡２４-７０３３・ＦＡＸ２３-６５３７）

ＰＲ隊長　まゆまろ

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

こ
ん
な
寒
い
時
期
に
は
、
コ
タ
ツ
に

あ
た
っ
て
、
テ
レ
ビ
を
見
る
に
か
ぎ
る
な
あ
。

　

テ
レ
ビ
の
こ
と
な
ら
、
今
年
の
７
月
で
ア
ナ
ロ
グ

放
送
が
終
了
す
る
し
、
地
デ
ジ
対
策
を
考
え
ん
と
あ

か
ん
な
あ
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

地
デ
ジ
対
策
は
、
地
デ
ジ
の
ア
ン
テ

ナ
を
設
置
し
て
、
地
デ
ジ
対
応
型
テ
レ
ビ
に
買
い
換

え
る
か
、
今
の
テ
レ
ビ
に
地
デ
ジ
受
信
の
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
付
け
ん
と
あ
か
ん
よ
う
や
で
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
し
い
の
を
買
う
と
す
る
と
、
古
い

テ
レ
ビ
は
ど
う
処
分
す
る
の
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

電
器
屋
さ
ん
で
も
引
き
取
っ
て
も
ら

え
る
け
ど
、
自
分
で
郵
便
局
へ
行
っ
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
券
を
購
入
し
て
、
指
定
の
運
送
会
社
に
搬
入
す
る

こ
と
も
で
き
る
ん
や
。
不
法
投
棄
は
絶
対
に
あ
か
ん

で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　
 
当
た
り
前
や
で
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
い
う
の
が
で

き
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
処
分
で
き
ん
よ

う
に
な
っ
た
ん
や
。

　

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
な
ど
か
ら
、
ま
だ
使
え
る
部
分
や
材
料
を
取

り
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
廃
棄
物
の
減
量
化
と
資

源
の
有
効
利
用
を
図
ろ
う
と
い
う
法
律
な
ん
や
で
。

　

そ
の
た
め
に
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
製
品

に
は
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
つ
け
て
購
入
を
進
め
て
い

る
ん
や
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

な
る
ほ
ど
。
環
境
パ
ー
ク
に
は
、
持

ち
込
み
が
で
き
ん
電
気
製
品
な
ん
や
な
あ
。
了
解
！
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みどりのカーテンで 
涼しさ日本一のまち福知山 

夏はクーラーを使うため、電気の使用量が増えますが、冬はガスや灯油も使って暖房するため、二酸
化炭素の排出量は冬場のほうが多くなります。

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬場場場場場場場場場場場場場場場ののののののののののののののの生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活をををををををををををををををひひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととと工工工工工工工工工工工工工工工夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫しししししししししししししししててててててててててててててて、、、、、、、、、、、、、、、家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭でででででででででででででででののののののののののののののの二二二二二二二二二二二二二二二酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸酸化化化化化化化化化化化化化化化炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭素素素素素素素素素素素素素素素ののののののののののののののの排排排排排排排排排排排排排排排出出出出出出出出出出出出出出出量量量量量量量量量量量量量量量ををををををををををををををを減減減減減減減減減減減減減減減らららららららららららららららしししししししししししししししままままままままままままままましししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううう。。。。。。。。。。。。。。。
１　暖房の温度を１℃低く設定しましょう。
　　室内の温度は２０℃が目安です。
　　窓やすきまから熱が逃げないように工夫をすることも大切です。

２　シャワーの使用時間を減らしましょう。
　　身体を洗っている間、お湯を流しっぱなしにしないようにしましょう。
　　少しの時間でもお湯を止める方法として、シャワーの
ヘッドの部分を節水タイプのものに交換することで、約
３割のお湯を減らせます。少しの工夫が大きな削減につ
ながる箇所ですので、ぜひ取組んでみてください。

３　お風呂の残り湯を洗濯にも使いましょう。
　　お風呂の残り湯を利用するために、市販されているポンプを使うと便利です。

４　炊飯ジャーの長時間の保温は考えましょう。
　　ごはんを炊飯ジャーで炊き、そのまま保温状態
にすると、たくさんの電気を消費します。食べる
分だけ電子レンジで温めなおすほうが、電力の消
費は少なくなります。

　　ちょっとした工夫で、地球にやさしい生活を☆

　　　　　　　　■福知山環境会議（環境政策室　℡ ２２-１８２７・FAX ２２-４８８１）
福知山市みどりの親善大使 

つながる！挑戦する！あきらめない！　みたけ発、元気な農地づくり
　三岳農地活用推進委員会は、 中  山  間 地域等直接支払制度によ

ちゅう さん かん

る三岳協定（みたけ農産、みたけ里の駅、みたけ山荘など１４組織・
団体と三岳地域の１５７人の農業者が参加）や関係団体が集まる組
織です。
　農地を積極的に有効活用する「農」の営みで、元気な地域にす
る取り組みを進め、また、農業者が高齢などの事情で田畑の耕作
が困難になったとき、支援・耕作の代替えなどを素早く地域ぐる
みで行うための世話人となります。
　ますますひどくなる鳥獣害と、進む高齢化への不安が募りますが、「つながる」「挑
戦する」「あきらめない」を合言葉に、「制度」３期目の取り組みを始動しました。
　その一つに、このほど「みたけ里の駅」が「里の味わい丼」を試作し、発表しました。
　三岳ならではの新・特産「山のいも」のとろろと、うまいと評判の冷たい水で育て
た「三岳米」の合体で、おいしく仕上がりました。
　また、「田畑には作物が似合う」と、休耕農地を活用して
特産物の栽培を目指すグループや、山・野菜加工、料理創
作などを目指す新しいグループも立ちあがり始めていま
す。２月６日（日）には、これら新しいグループも加わって、
第５回「研修懇話会」を開催し、地域づくりの方向を確かめ、
「里の味わい丼」の完成披露試食会で「一味同心」を図り、
各グループのアピール交換で勢いをつけます。
　今後とも、良質・安全・安心の産品づくりと提供に励み、
市民の皆さんに喜んでいただき、より一層交流が深まる
ことを願って努力します。

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

三 岳 農 地 活 用 推 進 委 員 会  
み　 たけ　のう　 ち　 かつ　よう　すい　しん　 い　 いん　かい 

遠遠方方かかららもも多多くく来来場場さされれままししたた。。
（（写写真真はは京京都都市市内内かからら来来たた大大学学生生））

１１月月２２３３日日（（日日））里里のの駅駅みみたたけけ（（一一ノノ宮宮））でで行行
わわれれたた「「里里のの味味わわいい丼丼」」試試食食会会ののよよううすす。。
１１００００人人以以上上がが訪訪れれ、、行行列列ももででききままししたた。。

「「三三岳岳米米」」やや「「山山ののいいもも」」ななどど三三岳岳のの幸幸ををふふ
んんだだんんにに使使用用ししたた「「里里のの味味わわいい丼丼」」とと、、三三岳岳
特特産産ののキキュュウウリリをを漬漬けけたた「「ききゅゅううちちゃゃんん漬漬けけ」」


